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Summary 
To improve the safety of both vehicles and trams on their shared roads, an innovative safe driving sup-

port system was developed, which combines onboard sensors with the vehicle-to-tram radio-

communications. Mazda Atenza ASV-5 (Advanced Safety Vehicle - Phase 5) was developed to verify the 

system as the “world’s first vehicle-to-tram cooperative ASV”, which was tested on Hiroshima public 

roads in 2013. 

Five driving support functions were installed in the Mazda Atenza ASV-5, including the approaching 

tram information provision systems selected based on the tram-involving accident analysis. 

This paper describes the overview of the ASV-5 system, the safe driving support functions, and the re-

sults of the functional verification tests conducted on the public roads. 
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を減らそうとする取り組みは，自動車のみならず，道路空

間を共有する他の交通参加者（鉄道や歩行者など）へ展

開・適用することで，より安全・安心な道路交通社会の実

現に資すると期待される。 

広島市では，路面電車が市民の足として定着しており，

一日平均約15万人の利用がある。近年，路面電車はエコ

な交通手段として世界的に見直されるなかで，自動車も自

由な移動手段として発展を続けている。この二つの交通形

態が，それぞれのメリットを活かしつつ共存できる交通体

系を作るために，東京大学，マツダ(株)，広島電鉄(株)，

(独)交通安全環境研究所が協働して，鉄道とクルマとの安

全な連携を目指して共同研究に取り組んでいる。路面電車

と自動車との間の無線通信に自律型車載センサを組み合わ

せることで，自動車と路面電車双方の安全性が高まるシス

テムを構築し，2013年に「広島における世界初の路面電

車-自動車間通信型ASV」として広島市内の公道で広島

ITS実験を実施した(4), (5)。 

本稿では，車車間通信を利用した路面電車-自動車間通

信型の安全運転支援システムについて，システムの概要と

支援機能の内容を述べるとともに，広島市内の公道で実施

した機能検証実験とその結果について述べる。 

 

2. 路面電車-自動車間通信型ASVの開発 

広島ITS実証実験を実施するにあたり，「マツダアテン

ザASV-5」実験車（Fig. 1），およびデモ路面電車を開発

し，自動車と路面電車との間の車車間通信を利用した安全

運転支援システムを搭載した。本章では，開発した安全運

転支援システムの概要を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 システム構成 

Fig. 2 に，マツダアテンザASV-5に搭載したデバイス

を示す。カメラやレーダなどの車載センサに加えて，車車

間・路車間通信を行う通信デバイスを搭載した。また，ド

ライバへの情報提供デバイスとして，ウインドシールド投

影型のHUD （Head-Up Display：ヘッドアップ・ディス

プレイ）とスピーカを搭載した。 

マツダアテンザASV-5と路面電車間の車車間通信は，

700MHz帯高度道路交通システム標準規格（ARIB STD- 

T109）に準拠した700MHz 帯無線通信機を用いた（Fig. 

3）。この車車間通信機を用いることで，マツダアテンザ

ASV-5と路面電車は，GPSで測位した位置情報（緯度，

経度）や進行方向，速度，ブレーキやウインカなどのドラ

イバ操作情報などを，100msの間隔で送受信する。 

 

3. 搭載した安全運転支援機能 

自動車と路面電車の事故実態に基づき，自動車，路面電

車に搭載する支援サービスを検討し，アプリケーション開

発を行った。本章では，自動車と路面電車の事故実態の概

要と，マツダアテンザASV-5に搭載した安全運転支援サー

ビスの機能について述べる。 

3.1 自動車と路面電車の連携による支援 

路面電車が関与する衝突事故の内訳を表したグラフを

Fig. 2 System Configuration 

Fig. 1 Mazda Atenza ASV-5 

Fig. 3 Communication System 
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